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はじめに 

近年、エネルギーハーベスティングあるいは環境発電と呼ばれる技術が注目されてお

り、中でも磁歪を利用した振動発電が注目されている。ナノ構造を有する FeCo合金では

大きな磁歪があると報告されている。そこで、多層膜でナノ構造を付与した Fe/Co系薄膜

の磁気コンプトンプロファイル測定の磁場依存を測定し、電子状態の変化を調べた。 

実験方法 

RF スパッタリング装置を用いて Al フォイル基板上に Fe(xnm)/Co(ynm)(x,y=1,2,4,8)多

層膜を作製した。全厚は 2μmであった。X線回折測定で構造を調べた。Fe(1mn)/Co(1nm)

と Fe(8nm)/Co(8nm)の試料について SPring-8 の BL08W にて磁気コンプトンプロファイ

ルを測定した。印加磁場は膜面に垂直で、測定は室温であった。 

実験結果 

X 線回折測定の結果から Fe(8nm)/Co(8nm)多層膜では 

bcc(110)と hcp(002)の配向、Fe(1nm)/Co(1nm)多層膜では 

bcc(110)と bcc(200)の配向が確認できた。 

Fig.1は Fe(8nm)/Co(8nm)多層膜と Fe(1nm)/Co(1nm) 

多層膜の磁気コンプトンプロファイルの磁場依存性を示す。 

2.5T において Fe(8nm)/Co(8nm)多層膜と Fe(1nm)/Co 

(1nm)多層膜では Pz=０付近の MCPの形が異なる。 

これは結晶構造の違いを反映していることと考えられる。 

さらに、Fe(1nm)/Co(1nm)多層膜では Pz(au)=0 付近で、 

磁場依存性がある。一方、Fe(8nm)/Co(8nm)多層膜では 

磁場依存性がなかった。 
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